




～ 2018 年度，研究代表者：横山百合子）の第 1 回研究会において，歴博の総合展示を，ジェンダー
の視点から見直そうという試みがなされた（「NEWS　LETTER　日本列島社会の歴史とジェン








　こうした試みを継続的に行うことができないだろうかと考えていたところ，2018 年 10 月に山形
大学人文学部の学生を対象に行った「課題演習（芸術文化）」（2018 年 10 月 25 日～ 26 日実施，担
当教員：石澤靖典，佐藤琴），2019 年 2 月に千葉大学人文学部の学生を対象に行った「比較ジェンダー
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日本列島社会の歴史とジェンダー　Vol.01」2016 年 7 月」にその概要が示されている）等を参考に
した。
　簡単な解説のあと，班分けを行う。全員が，総合展示のすべてについて限られた時間で見学する
ことが難しいので，全体を 5 班に分け，それぞれの班が総合展示の第 2 室～第 6 室の中から一つ
の展示室を担当する（第 1 室はリニューアル工事中のため除外した）。班分けや，担当の展示室は，
自分の専攻とする時代や関心のある分野とは関係なく，すべてくじ引きで決定することとした。
　山形大学は受講生が 22 名で，一班あたり 4 ～ 5 名，千葉大学は受講生が 14 名で，一班あたり 2
～ 3 名となった。









③午後 3 時頃～午後 5 時頃　各班によるプレゼンテーション




















写真 1　総合展示第 2 室「中世」　貴族の装束
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写真 2　総合展示第 3 室「近世」
　 　　  旅のイラスト
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写真 3　総合展示第 4 室「民俗」　小学生の勉強机





　第 6 室「現代」で多くの受講生たちが注目したのは，闇市を復元した人形模型である（写真 5）。


































































































































































































　本稿の内容の一部は，2019 年 5 月 26 日に行われた歴史学研究会大会の特設部会「歴史学におけ
る男女共同参画」において報告した。報告の概要は『歴史学研究』（989，2019 年 10 月）に掲載した。
（国立歴史民俗博物館研究部）
（2018 年 12 月 7 日受付，2019 年 5 月 28 日審査終了）
